
工事期間中における地域のにぎわいづくりの検討について（案）

■ 日本橋川沿い５地区の市街地再開発事業や首都高速道路日本橋区間地下化事業などの工事期間中においても、

日本橋エリアに人が訪れ、楽しく過ごしてもらえるよう、地域の賑わいに資する取組を検討していくことが必要です。

１ 日本橋エリアにおける年間のイベント

既存の主な取組

２ 日本橋区間地下化PRルームの設置、仮囲いの活用

※地元町会・商店街、
観光協会、区等

※首都高速道路株式会社

工事期間中の取組の方向性（案）

取組１：既存の主な取組の継続

賑わいの継続

PRルーム
出典：首都高速道路日本橋区間地下化事業HP

日本橋区間地下化PRルームのご案内

■地元、各事業者、関係行政機関、区が連携して下記取組を実施

→ 各事業の工事の影響を考慮しながら、既存のイベ

ン トを継続して実施していく。

取組２：工事期間中しかできない取組の実施

取組３：日本橋川水辺空間の将来イメージのPR

まちが変化していく瞬間

＝
今しか体験できない「限定期間」

何度も訪れたくなる「日本橋」

→ 連絡会で今後共有する各事業完了後における将来

イメージを工事期間中からPRして、日本橋の魅力を

幅広く発信し、多くの人々に訪れてもらう。

→ 工事現場（仮囲いなど）も活用しながら、まちの変化

を特別に体験できる取組を実施していく。

仮囲いの活用①（現地写真） 仮囲いの活用②（現地写真）

資料３

写真提供：一般社団法人中央区観光協会



にぎわいづくりの事例

町田市回遊イベント
『まちだ謎解きゲーム』

参考

仮囲いの活用①
アーティストによる展示

仮囲いの活用②
緑化

現地における地域の魅力PRまちの回遊性向上のイベント工事現場を活用したイベント

仮囲いの活用③
夜間ライトアップ

例）工事後の姿を3Dモデル上で表現し、みらいの街並みを体験

福岡県
Fukuoka Wall Art Project 受賞作品

大阪府
プランター設置による美装化
（写真は平成25年～26年頃）

福岡県博多区
イルミネーションの設置 ライトアップと特殊フィルムの設置

神奈川県横浜市
XRを活用した観光バスツアー（国交省HPより）

品川区
公園工事現場見学会


